仲間つくりゲームの例
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①パイプライン（小学校中学年以上）
　ピンポン玉・ゴルフボール・ビー玉それぞれを、筒を使って目的のバケツまで運びます。ただし、玉が筒にのっている時に、その人は歩く事ができません。ですから、グループで筒をうまくつなげて、玉を送りながら運びます。自分のところから玉がなくなったら先回りをして、また玉を受け取る繰り返しです。途中で落ちてしまった場合には、スタート地点からやり直しとなります。
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②ラインナップ（小学校中学年以上）
　グループのメンバー全員で丸太の上にのります。のった後は落ちてはいけません。落ちないで、指導者が伝える並び順に並び替えます。その時にしゃべらないと言う条件で並び替えたり、目かくしをしたメンバーがいる条件で並び替えたりと、だんだん条件が難しくなります。途中で落ちてしまった場合には、最初の並び順に戻ってやり直しとなります。
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③フラフープ（小学校中学年以上）
　両手の人差し指を腰の高さに出し、その上にフラフープをのせます。そこからメンバーの指が離れないように、ゆっくりと地面に向かって下ろしていきます。そのまま、そっと地面にフラフープを置くことができれば課題解決です。解決したグループは、課題をさらに難しくして、腰から地面まで下げて、そこからまた腰まで上げて止めます。誰かの指が少しでもフラフープか離れたら、最初からやり直しとなります。
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④バケッツボール（小学校中学年以上）
　グループのメンバー全員で、ブルーシートの端を持ちます。そのシートの上に、ボール４～5個とバケツをのせます。シートの端だけを持った状態でシートをうまく動かし、ボールをバケツの中に入れ、そのままそっとバケツを地面に立てることができれば課題解決です。途中でボールやバケツが落ちてしまった場合には、最初からやり直しとなります。


仲間つくりゲームの例
	⑤目隠しトレイル（小学校中学年以上）
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　グループのメンバー全員で縦一列に肩に手を乗せて並び、森の中を歩きます。番号のついた木をさがし、1番から順にタッチをして歩いて行きます。グループの1番後ろになった人は目隠しをせずに指示をだして木まで誘導します。番号をタッチしたら、その人が今度は目隠しを外して、一番後ろにつきます。それまで指示をしていた人は目隠しをします。目隠しをはずせるのは指示係になったときだけです。それ以外の時ははずしません。
	⑥スパイダーネット（中学校1年生以上）
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　２本の木に格子状に結んであるゴムひもに触れないようにくぐり抜けます。一人がくぐり抜けた場所は、他のメンバーはくぐり抜けることがでません。ゴムひもには、鈴がついているため、音が鳴ってしまったらその人だけやり直します。待っているメンバーも、無事にくぐり抜けたメンバーはゴムひもに触れないように、他のメンバーを助けることができます。全員が無事にくぐり抜けることができれば課題解決です。
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⑦ウォール（中学校1年生以上）
　もっとも難易度が高い活動です。危険を伴う活動ですので、指導者はグループに必ず一人はつきます。高さ約3メートルの壁をグループ全員がのり越えられれば課題解決です。条件として、ロープを垂らして、そのロープは1回だけ使えます。また、壁の向こう側には足場があり、登り切ったメンバーは他のメンバーを助ける事ができます。知恵も協力もフル活用し、全員で協力しないと成功はしません。
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